
第２回親育ち支援地域別連絡会（東部１グループ）　    令和８年７月１日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場所　東洋町役場　　　

ＡＤより

東洋町役場住民課　作成

　内容

・実践シートに子どもや保護者の姿を書き出し質問し
合うことで、保護者の気持ちをくみ取ったり、様々な　
気付きを得たりすることができる。
・保護者との何気ないやりとりをスモールステップで
積み重ねていくことが大事。
・シートを使って保育者同士で共有することが大切。
保育者同士の対話を通して親育ちに繋げていきたい。

①実践シートの検討
　持ち寄った実践シートを読み合い、交流会の事
　例を決定しました。
　《交流会用３本》　　
　　・１歳児　・３歳児　・４歳児　
②次回の事例を決め、交流会の役割等を確認しま
　した。
　《模擬用２本》　　　
　　・２歳児　・３歳児

実践シートを活用し、保護者を多面的に捉えることを学びたい

・次回の連絡会では、交流会当日
　に向けて協議の進め方を全員で　
　共通理解しておきたいね。
・子どもや保護者についてより多
　くの事実があると、色々な視点
　から考えることができるよね。


